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回答下さった方の概要

Q1.普段、どのようにして
技術情報を収集していますか？

iOSアプリ開発について最も近い立場

Q2.普段、どのような方法で新しい
技術を身につけていますか？

順位 回答

1位 Swift

2位 Machine Learning

3位 Deep Learning

3位 VR

5位 AI

5位 IoT

5位 iOS

Q3.現在、最も興味のある技術はなんですか？

年齢構成

2017年3月2日～4日に開催された「try! Swift Tokyo 2017」に
カサレアルはゴールドスポンサーとして参加しました！

技術研修に関するアンケートを実施し、113名の方にご協力頂き、

カサレアル特製扇子をプレゼントしました。

20-30代の方で85%を占めました。
try!Swift全体の参加者様も若い方が
多かったように見受けられました。

技術イベントのためか、自社アプリ開発、
受託開発を合わせて8割以上でした。

やっぱり、ダントツでSwiftが1位でした。

公開されている技術ドキュメント、
市販の書籍等で37%、Webサイトを通じた
情報のキャッチアップが23%でした。

インターネットを通じた情報収集が60%以上
代表的なものではQiita、Stack Overflow
の名前が挙がっていました。
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Try!Swiftに参加したエンジニアの方々にとっても、弊社が提供しているような
集合研修が一番人気とわかり、とても嬉しいです！

Q4.研修を受けるとしたら、どのような形式が一番良いと思いますか？

その他の具体例
ハンズオン
ペアプログラミング

Q5.現場で困っている技術的な課題
はありますか？

Q6.どのような研修があったら受講した
いと思いますか？

順位 回答

1位 Deep Learning

2位 Machine Learning

3位 ハンズオン

3位 Swiftによる開発

5位 AR

5位 RxSwift

5位 VR

5位 中級者向けの研修

5位 設計

スキル面ではObjective-CからSwiftへの移行、
クロスプラットフォーム開発に関する悩み
を多くいただきました。
環境面、運用面では、バージョンアップ対
応、古いデバイスへの対応等が挙げられて
いました。

受講したい技術、研修の進め方、レベル等
たくさんのご意見を頂きました。

ご意見を活かして今後も役に立つ研修を開発していきます！


